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東
電
に
は
い
票
発
建
設
を

示ぐ
理
由
が
あ
っ
た

五
六
年
に
始
ま
っ
た
神
武

景
気
に
端
を
発
し
た
言
蔓
経

済
成
長
期
は
、
首
季
吾
へ
の

爆
発
的
な
人
ロ
デ
入
を
も
た

ら
す
。　
　
．

東
電
の
販
売
電
〓
量
は
六

岬

孫

妻

一嚢

え
て
い
る
一
子
想́
さ
れ
る

電
力
需
要
の
名一ま
な
年
び

に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な

電
源
の
確
保
管
至
二
全
令
だ

っ
レに。　　　　「

「の
ど
か
ら
手
が
三
る
ほ

ど
西
側
に
一電
源
が
ま
し
か
っ

た
」。
建
設
計
画
公
表
Ｃ
二

年
前
の
六
七
年
、
東
電
水
言

企
画
部
で
電
源
立
た
ま
〓
策

定
に
携
わ

，
た
宅
蓄
三
夫

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

―‐

‐‐

際
協
調
訴
え

バ
l

→
９
は
、
当
時
の
社
内
に
充

満
し
て
い
た
空
気
を
こ
う
代

弁
し
た
。

東
電
の
電
力
供
給
エ
リ
ァ

は
東
端
が
茨
城
、千
葉
両
県
、

西
端
は
静
岡
県
を
流
れ
る
富

士
川
の
東
側
に
当
た
る
。
宅

間
が
言
う
西
側
と
は
、
神
奈

川
県
や
伊
豆
半
島
の
西
を
意

味
す
る
。
相
崎
刈
羽
に
先
立

つ
六
〇
年
、
福
島
県
が
太
平

洋
沿
岸
に
原
発
の
誘
致
計
画

を
発
表
ｆ
東
京
以
東
の
電
源

確
保
と
送
電
系
統
整
備
の
め

ど
は
つ
い
て
い
た
。
人
口
が

膨
ら
み
続
け
る
東
京
以
西
の

電
源
確
保
が
東
電
に
と
っ
て

悲
願
だ
っ
た
。

公
害
で
火
力
難
航

議
後
押
し

み
づ
く
り
に

と
こ
ろ
が
、五
五
年
以
降
、

都
市
部
で
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

な
ど
の
公
害
が
社
会
問
題

化
。
石
油
な
ど
の
生
石
燃
料

を
使
い
、
大
気
汚
染
の
原
因

と
な
る
窒
素
酸
化
物
を
排
出

す
る
火
力
発
電
所
の
建
設
は

薫
江
し
た
。

一当
時
、
静
岡
県
で
の
火

万
発
電
子
建
設
は
強
い
反
対

狙
い
も
ぁ
る
と
み
ら
れ
る
。

ゴ
ア
氏
は
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

で
失
敗
し
た
。
太
平
洋
側
で

の
電
源
立
地
は
ま
ず
無
理
だ

つ
た
」
と
宅
間
。
こ
の
時
期

に
相
崎
刈
羽
原
発
の
名
前
が

浮
上
す
る
。

尚
史
の
こ
は
「技
術
的
な
面

か
ら
言
え
ば
、
発
電
所
は
分

散
し
て
い
た
方
が
い
い
」
と

強
調
。
分
散
型
の
電
源
配
置

は
電
力
会
社
に
と
っ
て
は
、

仮
に
一カ
所
で
事
故
が
あ
っ

て
も
安
定
供
給
を
可
能
に
す

る
「安
全
保
障
」
の
一環
で

も
あ
っ
た
。

刈
羽
村
の
隣
、
柏
崎
市
で

も
原
発
誘
致
に
向
け
て
既
に

動
き
始
め
て
い
た
男
が
い

た
。

＝
文
中
敬
称
略
＝

（参
考
文
献
は
最
終
回
に

掲
載
し
ま
す
）

選
で
ブ
ッ
シ
ュ
候
補
（現
大

統
領
）
に
惜
敗
後
も
温
暖
化

問
題
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

ゴ
ア
氏
が
出
演
し
た
Ｌ
国

「不
都
合
な
真
実
」
は
今
年

の
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
長
編

ヾ
キ
ュ
メ
ノ
ヌ
ノ　
一言曇
一受

賞
し
た
「

科
学
者
ら
で
つ
く
る
Ｉ
Ｐ

柏
崎
刈
羽
地
域
の
周
波
数

は
東
電
管
内
と
同
じ
五
十
り

帯
だ
。
回
原
発
建
設
の
た
め

現
地
で
準
備
作
業
を
進
め
た

当
時
の
墓
電
社
員
は
「伊
豆

よ
り
西
に
電
源
が
な
か
っ
た

が
、
約
八
百
万
職
の
相
崎
刈

羽
が
で
き
れ
ば
東
電
の
弱
点

を
補
え
た
」
と
振
り
返
る
。

柏
崎
刈
羽
は
ま
さ
に
「西
の

砦
」
と
な
る
。

東
電
技
術
部
電
源
計
画
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
北
島

‐

‐
・
「

る
土
地
の
消
矢
な
ど
に
よ
り

生
じ
る
）
難
民
が
紛
争
発
生

の
可
能
性
を
高
め
て
い
る
」

と
警
告
。
日
本
や
欧
州
諸
国

の
取
り
組
み
を
評
価
し
た
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
パ
チ
ャ
ゥ
リ

議
長
は
、
バ
リ
会
議
で
各
コ

の
政
策
責
任
者
が
科
学
者
の

〓
１
軍
■
貫
ナ
■
ボ
「平
和

と
の
多
い
季
節
、
空
気
清
浄

機
代
わ
り
に
使
う
の
で
ぁ
る

▼
微
細
な
多
孔
体
構
造
の
炭

の
内
部
表
面
積
は
、　
一″フ当

た
り
三
百
平
方
房
も
ぁ
る
。

こ
れ
が
吸
着
力
を
発
揮
し
て

消
臭
、
除
湿
な
ど
に
優
れ
た

機
能
を
発
揮
す
る
。
日
本
の

製
炭
技
術
は
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
と
い
ゎ
れ
る
が
、
そ
の

基
礎
を
明
治
時
代
に
つ
く
っ

た
先
駆
者
の
一人
が
新
潟
県

人
だ
と
、
炭
博
士
の
岸
本
定

吉
さ
ん
が
書
い
て
い
る
▼
長

岡
市
曾
一島
郡
旧
上
富
岡
村
）

出
身
の
田
宝
長
嶺
で
あ
る
。

全
国
の
山
村
を
飛
び
回
り
、

晩
年
は
愛
知
県
で
過
ご
し
た

た
め
か
、
県
内
で
は
ほ
と
ん

晰

多
】
軍
魏

¨
一誤

た
一明
治
殖
産
業
の
民
間
先

駆
者
　
田
中
長
嶺
の
研
究
」

冬
を
迎
え
る
と

本
炭
を
出
す
。
と

い
っ
て
も
、
暖
房

用
で
は
な
い
。
部

屋
を
開
め
切
る
こ

宮
部
み
ゆ
き


